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（6）ランプ製造時に用いられる赤燐、ジルコニウム等のゲッター成分の付着によっても脆化することがありますのでご注意くださ
い。

（7）モリブデン構造材料（ヒータ炉部品、電極等）のご使用の際も、汚染脆化、再結晶脆化を十分考慮した上でご使用いただくこと
が長寿命化につながります。

（8）その他、汚染脆化に関する詳細は技術資料をご請求ください。

4．機械加工（FORMING）

（1）2ｍｍ以上の線・棒・板の加工（折り曲げ、打ち抜き、切断等）の際には加熱加工をした方が加工し易くなります。加工温度は、
600～800℃が目安ですが、最適温度は素材の加工度によって異なります。

（2）クラックを生じた繊維組織の線・棒・板に圧縮、折り曲げ、しごき、ねじり等の力を加えると、そのクラック（層状クラック）は伝播し
ます。従って、切断や打ち抜きの際には、切り口にクラックを入れない様に、カッタの刃先とクリアランスは常に管理する必要が
あります。

5．安全上の注意 (CAUTION）

(1)タングステン、モリブデン金属粉の摂取を避けるため、粉塵を吸い込まない様に防塵マスクを着用し、食事や喫煙前には石鹸で
手を洗う必要があります。

(2)線・棒の曲げ、機械加工時は保護眼鏡を着用する必要があります。

(3)トリエーテッドタングステン（トリタン®）線は、NORMガイドライン（正式名称：ウラン又はトリウムを含む原材料、製品等の安全
確保に関するガイドライン）適用製品です。

　　詳しくは、文部科学省のホームページを参照をお願いします。

ウラン・トリウムガイドライン ホームページ
   http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/21/06/1279520.htm

（4）放射線の外部被ばく防止のため、人から離れた場所、人が常時立ち入らない場所で保管してください。

（５）ティグ溶接時の先端加工の際は、研磨屑の吸入を避けるため集塵を確実に行い.マスクを着用する必要があります。また、溶接
時に発生するヒュームを吸い込まない様にマスクを着用する必要があります。

（6）トリタン®の航空機および船舶での輸送時の注意事項

　　当社トリタン製品を船舶および航空機で輸送する場合は、日本国内および海外に関わらず、危険物として輸送上の制約を受け
ます。本輸送（国連番号：UN2909)では、

・輸送物表面における線量当量率は５マイクロシーベルト毎時を超えないこと

・輸送物の内表面に国内輸送物は、「放射性」、国際輸送物は「Radioactive」の文字表示があること。

・輸送前に運送業者へ危険物として申告し、所定の梱包条件、受入条件を満たすこと。

　が求められます。

　　当社製品やその組立て製品に関して、上記安全規則に沿った輸送にご理解頂くようお願い致します。

6．その他（NOTES)

　　(1)溶接には、テイグ溶接、バット溶接、電子ビーム溶接、プラズマ溶接等の方法が用いられています。しかし、溶接部は非常に
脆くなることを承知の上で施工する必要があります。

　　(2)研磨方法としては、化学研磨、電解研磨、グラインダ研磨、バレル研磨等の方法がありますが、それぞれの場合に適した方
法を選ぶ必要があります。

参考文献「タングステン・モリブデン技術資料」

タングステン・モリブデン工業会編集

2009年２月25日発行

 （Don'ts and Musts in using)

ご使用上の注意事項
 （Don'ts and Musts in using)

1．保管に際して（PRESERVATION）

（1）タングステン、モリブデン粉のうちタングステン粉の2μｍ以下及びモリブデン粉の3μｍ以下の微粉末は、消防法上第2類の
可燃性固体に分類されており、消防法に基づく保管が必要となります。これらの微粉末は火炎を近づけたり、高温で長時間放
置したりすると着火燃焼するので注意が必要です。

（2）線引仕上げ線（ブラックワイヤ）は、空気中に放置しても、比較的長期間保存に耐えるので保管が容易です。
しかし、熱処理線、化学処理線、電解研磨処理線などは酸化され易いので、これらの線を１週間以上保管するときは湿度60％
以下、温度28℃以下で、かつ化学薬品類から隔離された環境が必要です。
従いまして、デシケータや空調室（恒温恒湿）等に保管し、表面を素手で触れないように、取扱には十分な注意が必要です。

（3）冷間圧延板、機械加工仕上げ品等も表面が酸化し易いので、乾燥雰囲気での保管が必要です。

（4）10μｍ程度の極細線では、酸化により線同士が固着し、引き出し不能となることもあります。工程待ちの間でもデシケータ等
に保管し、スプールのフランジでワイヤに傷を付けないようにするなど、細心の注意をした管理が必要となります。

（5）スプ－ル巻き細線では、スプールを横にした状態で振動や急激な温度変化を与えることは巻き崩れや「もつれ」等を発生する
原因になります。なるべく木箱に縦に並べてください。

2．ご使用に際して（PROCESSING）

（1）表面処理仕上げ線を空気中に放置し、酸化変色した場合、再生のため水素炉処理を行っても、表面がマット状になり延性は劣
化します。従いまして、延性を保つには電解研磨による再生をおすすめします。

（2）酸化の程度にもよりますが、モリブデン板の表面が軽く酸化された場合、例えば、冷間圧延した鏡面仕上げ板が青色酸化膜が
付着した場合などは、水あるいは湯を浸したきれいな布で拭くことによって酸化皮膜を除去できる場合があります。

（3）スプール巻きワイヤは、原則として線の巻き替えをしないでください。巻き替えが必要な場合でも、真直性を重視する線では、
逆張力(Back Tension)が強すぎると真直性を損ないますので、加わる逆張力は線の引張り強さの10％を超えない様にして
ください。

（4）加工度の小さいタングステン、モリブデン（棒、板など）は常温では脆い傾向を持っていますので、取り扱い上衝撃や振動を与
えることはお避けください。

3．汚染脆化（EMBRRITLEMENT BY CONTAMINATION）

（1）ブラックワイヤのグラファイト層を水素炉で除去する際には、湿潤水素を用い、1300～1500℃程度で処理してください。ま
た、表面処理仕上げ線の熱処理に際しては、前工程での油脂、汗等の付着防止およびその除去を徹底するようご注意ください
。

（2）モリブデン板の熱処理（加工歪の除去）をする際には還元性雰囲気（望ましくは乾燥水素）を用い、850～950℃程度で処理を
行います。また、酸化膜を除去した板（化学処理、冷間圧延、機械加工仕上げ等）の場合には、グラファイトを除去した線と同様、
前工程での油脂、汗類の付着防止およびその除去を徹底するようご注意ください。

（3）モリブデンを600℃で熱処理する場合には、原則として窒素ガスを使用しないでください。

（4）800℃以上の熱処理を行う化学研磨、熱処理、電解研磨、機械仕上げ材料では、ニッケル、鉄、コバルトおよび、その合金製部品
、例えば、ピンセット、ガイドプーリ、炉用ボート等との接触を避ける必要があります。なぜなら、接触部に溶融状のピンホールが
発生したり、脆化が発生するのを防ぐためです。また、鉄錆びの粉末等が付着した線を熱処理すると同様の現象が発生します。

（5）材料（線・棒・板等）の熱処理に際しては、水素炉の保守に細心の注意を払い、常にきれいな状態にしておくことが必要です。

①炉ヒータの交換の際には、著しく変色した耐火物の再使用は危険です。新品を補充するようにしてください。

②炉ヒータの交換後の炉の空焼きは十分に行う必要があります。

　　③タングステン・モリブデン熱処理用炉には他の材料、治具、部品を入れないでください。例えば、鉄、ニッケル、カーボン、ステ
ンレス、真ちゅう等の部品はお避けください。また、同様材料の熱処理炉とは区別してください。

ご使用上の注意事項

（6）ランプ製造時に用いられる赤燐、ジルコニウム等のゲッター成分の付着によっても脆化することがありますのでご注意くださ
い。

（7）モリブデン構造材料（ヒータ炉部品、電極等）のご使用の際も、汚染脆化、再結晶脆化を十分考慮した上でご使用いただくこと
が長寿命化につながります。

（8）その他、汚染脆化に関する詳細は技術資料をご請求ください。
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4ɽػց加（'ORMING）

（1）2̼̼以上の線・・൘の加（ંり͛ۂ、ଧͪൈ͖、அ）のࡍには加熱加をしͨ方が加し易͘なり·す。加温度は、
600～800℃が目҆ですが、࠷ద温度は素ࡐの加度によͬてҟなり·す。

（2）ΫϥッΫをੜͨ͡ણҡ৫の線・・൘に圧ॖ、ં り͛ۂ、し͖͝、Ͷ り͡のྗを加͑ると、ͦ のΫϥッΫ（状ΫϥッΫ）は伝し
·す。ै ͬて、அやଧͪൈ͖のࡍには、りޱにΫϥッΫをೖれない༷に、ΧッタのਕઌとΫリアϥンスはৗにཧするඞཁが
͋り·す。

5ɽ̓ શ上のҙ (CAUTION）

(1)タングステン、モリブデンۚଐคのઁऔをආけるͨめ、คਖを吸いࠐ·ない༷にਖϚスΫをண༻し、৯事や٤Ԏલにはੴݨで
खをચ͏ඞཁが͋り·す。

(2)線・のػ、͛ۂց加࣌はอڸ؟ޢをண༻するඞཁが͋り·す。

6ɽͦ のଞ（NOTES)
(1)溶には、テΠグ溶、όット溶、電子Ϗーム溶、ϓϥζϚ溶の方๏が༻いられてい·す。しかし、溶෦はඇৗに
脆͘なる͜とをঝの上でࢪするඞཁが͋り·す。

ͦ、ຏの方๏が͋り·すがݚຏ、όϨϧݚຏ、グϥΠンダݚຏ、電解ݚຏ方๏としては、化ֶݚ(2) れͧれの߹にదしͨ方
๏をબͿඞཁが͋り·す。

ྉʯࢿʮタングステン・モリブデンٕज़ݙจߟࢀ

タングステン・モリブデンۀձฤू2009݄̎25ൃߦ

߲ࣄͷҙ্༺͝
 （Don�UT anE MVTUT Jn VTJng)

ご̅ဇɥỉ注意ʙ
 （Don�UT anE MVTUT Jn VTJng)

1ɽอにࡍして（PRESERVATION）

（1）タングステン、モリブデンคの͏ͪタングステンคの2Ж̼以Լٴびモリブデンคの3Ж̼以Լのඍคは、ফ๏上ୈ2ྨの
Մ೩性ݻ体にྨされており、ফ๏にͮ͘جอがඞཁとなり·す。͜ れらのඍคはՐԌをۙͮけͨりߴ、 温で์ؒ࣌
ஔしͨりするとணՐ೩মするのでҙがඞཁです。

（2）線Ҿ仕上͛線（ブϥッΫϫΠヤ）は、空気தに์ஔしても、比ֱతؒظอଘに͑るのでอが容易です。
しかし、熱ॲཧ線、化ֶॲཧ線、電解ݚຏॲཧ線などは酸化され易いので、͜ れらの線を̍ िؒ以上อすると͖は࣪度60ˋ
以Լ、温度28℃以Լで、かͭ化ֶༀྨからִされͨڥがඞཁです。
ैい·して、デγέータや空ௐ室（߃温࣪߃）にอし、表面を素खで৮れないよ͏に、औѻにはेなҙがඞཁです。

（3）ྫྷ ؒ圧Ԇ൘、ػց加仕上͛も表面が酸化し易いので、ס૩งғ気でのอがඞཁです。

（4）10Ж̼ఔ度のࡉۃ線では、酸化により線ಉ࢜がݻணし、Ҿ͖ग़しෆとなる͜とも͋り·す。ఔͪのؒでもデγέータ
にอし、スϓーϧのフϥンδでϫΠヤにইをけないよ͏にするなど、ࡉ心のҙをしͨཧがඞཁとなり·す。

（5）スϓ－ϧࡉ͖ר線では、スϓーϧをԣにしͨ状態でৼಈや急激な温度変化を༩͑る͜とは่͖רれやʮもͭれʯをൃੜする
原Ҽになり·す。なる͘ശにॎにฒてͩ͘さい。

2ɽ͝ して（PROCESSING）ࡍに༺

（1）表面ॲཧ仕上͛線を空気தに์ஔし、酸化変色しͨ߹、࠶ੜのͨめ水素ॲཧをͬߦても、表面がϚット状になりԆ性はྼ
化し·す。ै い·して、Ԇ性をอͭには電解ݚຏによる࠶ੜをおすすめし·す。

（2）酸化のఔ度にもより·すが、モリブデン൘の表面がܰ͘酸化されͨ߹、ྫ ͑ば、ྫྷ ؒ圧Ԇしͨڸ面仕上͛൘が੨色酸化ບが
ணしͨ߹などは、水͋るいは౬をਁし͖ͨれいなで১͘͜ とによͬて酸化ൽບをআڈで͖る߹が͋り·す。

（3）スϓーϧ͖רϫΠヤは、原ଇとして線の͖רସ͑をしないでͩ͘さい。͖רସ͑がඞཁな߹でも、ਅ性をॏࢹする線では、
さの10ˋを͑ない༷にしてڧ張ྗは線のҾ張りٯす͗るとਅ性をଛない·すので、加わるڧ張ྗ(BaDk TenTJon)がٯ
ͩ͘さい。

（4）加度のখさいタングステン、モリブデン（、൘など）はৗ温では脆いをͬ࣋てい·すので、औりѻい上িܸやৼಈを༩
͑る͜とはおආけͩ͘さい。

3ɽԚછ脆化（EMBRRITLEMENT BY CONTAMINATION）

（1）ブϥッΫϫΠヤのグϥフΝΠトを水素でআڈするࡍには、࣪ ५水素を༻い、1300～1500℃ఔ度でॲཧしてͩ͘さい。·
ͨ、表面ॲཧ仕上͛線の熱ॲཧにࡍしては、લఔでの༉、ࢷのணࢭおよびͦのআڈをపఈするよ͏͝ҙͩ͘さい
。

（2）モリブデン൘の熱ॲཧ（加のআڈ）をするࡍにはؐݩ性งғ気（·し͘はס૩水素）を༻い、850～950℃ఔ度でॲཧを
ྷྫ、しͨ൘（化ֶॲཧڈい·す。·ͨ、酸化ບをআߦ ؒ圧Ԇ、ػց加仕上͛）の߹には、グϥフΝΠトをআڈしͨ線とಉ༷、
લఔでの༉ྨ、ࢷのணࢭおよびͦのআڈをపఈするよ͏͝ҙͩ͘さい。

（3）モリブデンを600℃で熱ॲཧする߹には、原ଇとして窒素ガスを༻しないでͩ͘さい。

（4）800℃以上の熱ॲཧを͏ߦ化ֶݚຏ、熱ॲཧ、電解ݚຏ、ػց仕上͛ࡐྉでは、ニッέϧ、మ、ίόϧトおよび、ͦ の߹ۚ෦
、ྫ ͑ば、ϐンηット、ガΠυϓーリ、༻Ϙートとの৮をආけるඞཁが͋り·す。なͥなら、৮෦に溶融状のϐンϗーϧが
ൃੜしͨり、脆化がൃੜするのを͙ͨめです。·ͨ、మḊびのคがணしͨ線を熱ॲཧするとಉ༷のݱ象がൃੜし·す。

心のҙをい、ৗに͖れいな状態にしてお͘͜ࡉしては、水素のอकにࡍྉ（線・・൘）の熱ॲཧにࡐ（5） とがඞཁです。

　　ᶃώータのަのࡍには、ஶし͘変色しͨՐ物の࠶༻はݥةです。৽をิॆするよ͏にしてͩ͘さい。

　　ᶄώータのަޙのの空ম͖はेに͏ߦඞཁが͋り·す。

　　ᶅタングステン・モリブデン熱ॲཧ༻にはଞのࡐྉ、࣏۩、෦をೖれないでͩ͘さい。ྫ ͑ば、మ、ニッέϧ、ΧーϘン、ステ
ンϨス、ਅͪΎ͏ の෦はおආけͩ͘さい。·ͨ、ಉ༷ࡐྉの熱ॲཧとは۠ผしてͩ͘さい。

機械ь↚ᨥↆ↕
（NOTES FOR MACHINING）

■クラックに対するご注意

ἁἻἕἁをဃẳẺタングステンởモリブデン૰をさỤにן、৵ụậ、ỈẳụễỄのʚഏ加工をᘍẟますと、ẸのἁἻἕἁは૰のϋᢿ
をˡછします。ʚഏ加工のЭにἁἻἕἁをႆဃさẶễẟợạにӕụৢẾềẪẻさẟ。まẺ、ɢɟἁἻἕἁをႆဃさẶềしまẾẺئӳにはῑ
ἁἻἕἁᢿЎをᨊӊしềẦỤ加工をしềẪẻさẟ。ἁἻἕἁのᨊӊにẝẺẾềは、グἻỶンἒὊሁにợるᄂᄶがஇᢘです。
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ハΠス (SKH-4）

1.5mm
0.5mm
90～110mm/mJn.
0.07～0.13mm/SeW
なし
SKH-4
300～400SQm
水溶性༉
GC601～80K
水溶性༉

ハΠス (SKH-8）
上す͘い֯0˃
0.2～0.3mm
0.05mm
60～80mm/mJn.
0.05～0.2mm/SeW
ෆՄ༺
SKH-4
150～250SQm
なし
GC60H
水溶性༉

ステンϨスの߹とಉ͡
（上す͘い֯15～20 ）˃

ʀのਂさはυリϧܘに
　　対して3ഒҐ·

で

ᵎᵌᵐᶋᶋˌɥのタングステンのٽዴ、ొ、ெをậ、Ẽ৷Ẩ、切ૺễỄの加工をするᨥには、
Ꮴࣱ῝ࣱࡨᢟᆆภ度がܴภợụ᭗ẟẺỜ加༏しề加工する࣏要がẝụます。モリブデンờ
ӷಮですがタングステンợụ容易です。加༏ภ度のႸܤとしềӫのグἻἧをắӋༀẪẻさẟ。
切削加工の条件例を表に示します。タングステンに比べるとモリブデンは加工が容易です
が、熟練度が要求されます。



タングステン　TUNGSTEN 項　　　目　  ITEM モリブデン        MOLYBDENUM

74 原　 　子　 　番　 　号 42

183.85 原　　　　子　　　　量 95.95

体心立方晶 結　　　　晶　　　　系 体心立方晶

3387 ℃ 融 点 2623 ℃

5527 ℃ 沸 点 4827 ℃

190.3 kJ/kg 融　　      解　  　　 熱 289.7 kJ/kg

20℃ 19.3 Mg/m3 密 度 20℃ 10.2 Mｇ/m3

  20℃ 0.14kJ/(kg･K) 20℃ 0.26 kJ/(kg･K)

  100℃ 0.14kJ/(kg･K) 比　　熱（20～100℃） 100℃ 0.26 kJ/(kg･K)

  500℃ 0.14kJ/(kg･K) 500℃ 0.28 kJ/(kg･K)

1000℃ 0.15kJ/(kg･K) 1000℃ 0.31 kJ/(kg･K)

1500℃ 0.34 kJ/(kg･K)

       20℃ 167.5W/(m･K)      20℃ 142.4 W/(m･K)

  100℃ 159.2W/(m･K)  熱　　伝　　導　　度    100℃ 138.2 W/(m･K)

500℃ 121.5W/(m･K) 500℃ 121.5 W/(m･K)

1000℃ 111.0W/(m･K) 1000℃ 104.7 W/(m･K)

2000℃ 92.98W/(m･K) 1500℃ 83.77 W/(m･K)

    100℃ 4.5×10-6／K   100℃  5.2×10-6／K

500℃ 4.6×10-6／K 線　膨　張　係　数 500℃ 5.7×10-6／K

1000℃ 4.6×10-6／K 1000℃ 5.75×10-6／K

2000℃ 5.4×10-6／K 1500℃ 6.51×10-6／K

3000℃ 6.6×10-6／K

2200℃ 5.33×10-6Pa 1500℃ 8.53 ×10-7 Pa

2500℃ 6.67×10-4Pa 蒸　　　　気　　　　圧 1800℃ 5.47×10-5 Pa

3000℃ 1.33×10-1Pa 2000℃ 5.47×10-3 Pa

2500℃ 1.33　Pa

   20℃ 55 nΩ･m        20℃ 57 nΩ･m

100℃ 72 nΩ･m      100℃ 76 nΩ･.m

500℃ 180 nΩ･m 電　気　比　抵　抗 500℃ 176 nΩ･m

1000℃ 330 nΩ･m 1000℃ 310 nΩ･m

2000℃ 650 nΩ･m 1500℃ 460 nΩ･m

3000℃ 1000 nΩ･m 2500℃ 770 nΩ･m

4.6×10-3/K 電気抵抗率の温度係数 4.2×10-3/K

4.5 eV 仕　　事　　函　　数 4.2eV

25℃ 403 GPa ヤ ン　　グ　　率 25℃ 327 GPa

25℃ 155 GPa 剛　　　　性　　　　率 25℃ 121 GPa

物理的・機械的性質
 (PHYSICAL AND MECHANICAL PROPERTIES)

化学的性質
（CHEMICAL PROPERTIES）

タングステン　TUNGSTEN 　対　象　物　質 モリブデン MOLYBDENUM

水

水　　　蒸　　　気

空 気 お よ び 酸 素

水 　 　 素

炭 　 　 素

一　酸　化　炭　素

二　酸　化　炭　素

ア ン モ ニ ア 水

ハ ロ ゲ ン

硫 化 水 素

硫 　 　 黄

亜 硫 酸 ガ ス

窒 　 　 素

亜 硝 酸 ガ ス

塩 　 　 酸

硫 　 　 酸

硝 　 　 酸

水 酸 化 ナト リ ウ ム

亜 硝 酸 ソ  ー  ダ

王 　 　 水

フ ッ 化 水 素 酸

反応せず

約700℃で酸化を始める

室温でわずかに酸化(変色)する約300℃で酸
化し始め約500℃以上でMoO3を形成し急激
に酸化する

反応せす

900℃で脆ｲﾋし始め、1300～1400℃で
Mo2Cを形成する

約1000℃から炭ｲﾋ物を形成する

約1200℃から酸ｲﾋ物を形成する

室温でわずかに反応する

室温て弗化物を形成する
250℃で塩化物を形成する
沃索とは赤熱状態でも反応しない

約1200℃で硫化物を形成する

600℃以上で硫化物を形成する

赤熱状態で酸化する

600℃以上で脆化が認められ、
約1500℃以上で窒化物を形成する

赤熱状態で酸化する

加熱希塩酸に徐々に溶ける
わずかに溶ける

室温～110℃濃硫酸に徐々に溶け、
200～250℃ですみやかに溶ける
室温で希硫酸にわずかに溶け、
加熱希硫酸に徐々に溶ける

容易に溶ける

水溶液に殆んど影響されない
溶融塩とは急速に反応する

溶融塩に急激に溶解する

室温で溶け、加熱すればすみやかに溶ける

室温でわずかに溶ける

－  31  －

反応せず

赤熱状態ですみやかに酸化する

室温でわずかに酸化(変色)する
約400～500℃で酸化し始め､
700℃以上てWO3を形成し急激に酸化する

反応せず

約800℃より吸収し始め脆化する
1400～1600℃でWCを形成する

約850℃より脆化し、約1000℃から炭化物を
形成する

約1200℃から酸化物を形成する

室温で反応せず

室温で弗化物を形成する
250～300℃で塩化物を形成する
赤熱状態で臭化物を形成する
熱状態で沃化物を形成する

赤熱状態で表面反応が起る

赤熱状態でわずかに反応する

赤熱状態で酸化する

約2300℃以上で窒化物を形成する

赤熱状態で酸化する

室温で反応せず、約100℃で希・濃塩酸に
わずかに溶ける

室温で希硫酸に反応せず、濃硫酸にわずかに
溶ける。加熱希硫酸にわずかに溶け、加熱濃
硫酸に溶ける

室温でわずかに溶ける

水溶液にわずかに溶ける
溶融塩とは急速に反応する

溶融塩に急激に溶解する

加熱溶液に溶ける

室温でわずかに溶ける



タングステン　TUNGSTEN 項　　　目　  ITEM モリブデン        MOLYBDENUM

74 原　 　子　 　番　 　号 42

183.85 原　　　　子　　　　量 95.95

体心立方晶 結　　　　晶　　　　系 体心立方晶

3387 ℃ 融　　　　　　　　　点 2623 ℃

5527 ℃ 沸　　　　　　　　　点 4827 ℃

190.3 kJ/kg 融　　      解　  　　 熱 289.7 kJ/kg

20℃ 19.3 Mg/m3 密　　　　　　　　　度 20℃ 10.2 Mｇ/m3

  20℃ 0.14kJ/(kg･K) 20℃ 0.26 kJ/(kg･K)

  100℃ 0.14kJ/(kg･K) 比　　熱（20～100℃） 100℃ 0.26 kJ/(kg･K)

  500℃ 0.14kJ/(kg･K) 500℃ 0.28 kJ/(kg･K)

1000℃ 0.15kJ/(kg･K) 1000℃ 0.31 kJ/(kg･K)

1500℃ 0.34 kJ/(kg･K)

       20℃ 167.5W/(m･K)      20℃ 142.4 W/(m･K)

  100℃ 159.2W/(m･K)  熱　　伝　　導　　度    100℃ 138.2 W/(m･K)

500℃ 121.5W/(m･K) 500℃ 121.5 W/(m･K)

1000℃ 111.0W/(m･K) 1000℃ 104.7 W/(m･K)

2000℃ 92.98W/(m･K) 1500℃ 83.77 W/(m･K)

    100℃ 4.5×10-6／K   100℃  5.2×10-6／K

500℃ 4.6×10-6／K 線　膨　張　係　数 500℃ 5.7×10-6／K

1000℃ 4.6×10-6／K 1000℃ 5.75×10-6／K

2000℃ 5.4×10-6／K 1500℃ 6.51×10-6／K

3000℃ 6.6×10-6／K

2200℃ 5.33×10-6Pa 1500℃ 8.53 ×10-7 Pa

2500℃ 6.67×10-4Pa 蒸　　　　気　　　　圧 1800℃ 5.47×10-5 Pa

3000℃ 1.33×10-1Pa 2000℃ 5.47×10-3 Pa

2500℃ 1.33　Pa

   20℃ 55 nΩ･m        20℃ 57 nΩ･m

100℃ 72 nΩ･m      100℃ 76 nΩ･.m

500℃ 180 nΩ･m 電　気　比　抵　抗 500℃ 176 nΩ･m

1000℃ 330 nΩ･m 1000℃ 310 nΩ･m

2000℃ 650 nΩ･m 1500℃ 460 nΩ･m

3000℃ 1000 nΩ･m 2500℃ 770 nΩ･m

4.6×10-3/K 電気抵抗率の温度係数 4.2×10-3/K

4.5 eV 仕　　事　　函　　数 4.2eV

25℃ 403 GPa ヤ ン グ　　率 25℃ 327 GPa

25℃ 155 GPa 剛　　　　性　　　　率 25℃ 121 GPa

物理的・機械的性質
 (PHYSICAL AND MECHANICAL PROPERTIES)

化学的性質
 （CHEMICAL PROPERTIES）

タングステン　TUNGSTEN 　対　象　物　質 モリブデン MOLYBDENUM

水

水　　　蒸　　　気

空 気 お よ び 酸 素

水 素

炭 素

一　酸　化　炭　素

二　酸　化　炭　素

ア ン モ ニ ア 水

ハ ロ ゲ ン

硫 化 水 素

硫 黄

亜 硫 酸 ガ ス

窒 素

亜 硝 酸 ガ ス

塩 酸

硫 酸

硝 酸

水 酸 化 ナト リ ウ ム

亜 硝 酸 ソ  ー  ダ

王 水

フ ッ 化 水 素 酸

反応せず

約700℃で酸化を始める

室温でわずかに酸化(変色)する約300℃で酸
化し始め約500℃以上でMoO3を形成し急激
に酸化する

反応せす

900℃で脆ｲﾋし始め、1300～1400℃で
Mo2Cを形成する

約1000℃から炭ｲﾋ物を形成する

約1200℃から酸ｲﾋ物を形成する

室温でわずかに反応する

室温て弗化物を形成する
250℃で塩化物を形成する
沃索とは赤熱状態でも反応しない

約1200℃で硫化物を形成する

600℃以上で硫化物を形成する

赤熱状態で酸化する

600℃以上で脆化が認められ、
約1500℃以上で窒化物を形成する

赤熱状態で酸化する

加熱希塩酸に徐々に溶ける
わずかに溶ける

室温～110℃濃硫酸に徐々に溶け、
200～250℃ですみやかに溶ける
室温で希硫酸にわずかに溶け、
加熱希硫酸に徐々に溶ける

容易に溶ける

水溶液に殆んど影響されない
溶融塩とは急速に反応する

溶融塩に急激に溶解する

室温で溶け、加熱すればすみやかに溶ける

室温でわずかに溶ける

－  30  －

反応せず

赤熱状態ですみやかに酸化する

室温でわずかに酸化(変色)する
約400～500℃で酸化し始め､
700℃以上てWO3を形成し急激に酸化する

反応せず

約800℃より吸収し始め脆化する
1400～1600℃でWCを形成する

約850℃より脆化し、約1000℃から炭化物を
形成する

約1200℃から酸化物を形成する

室温で反応せず

室温で弗化物を形成する
250～300℃で塩化物を形成する
赤熱状態で臭化物を形成する
熱状態で沃化物を形成する

赤熱状態で表面反応が起る

赤熱状態でわずかに反応する

赤熱状態で酸化する

約2300℃以上で窒化物を形成する

赤熱状態で酸化する

室温で反応せず、約100℃で希・濃塩酸に
わずかに溶ける

室温で希硫酸に反応せず、濃硫酸にわずかに
溶ける。加熱希硫酸にわずかに溶け、加熱濃
硫酸に溶ける

室温でわずかに溶ける

水溶液にわずかに溶ける
溶融塩とは急速に反応する

溶融塩に急激に溶解する

加熱溶液に溶ける

室温でわずかに溶ける



Ᏻ࡞ᚲせ࣒ࢸࢫࢩ࣭࢙࢘ࢺࣇࢯ࣭࢙࢘ࢻ࣮ࣁおᐈᵝのࠊおい࡚௵おᐈᵝの㈐ࠊ࠺ࡼい࡞のࡇࡿࢀࡉᐖࡀ
タィࢆࡇ࠺⾜ࢆお願い࡞ࠋࡍࡲࡋおࠊタィおࡧࡼ⏝㝿ࠊࡣ࡚ࡋᮏ製品㛵᭱ࡿࡍ᪂のሗ㸦ᮏ㈨ᩱࠊᵝ᭩ࠊ
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㈈࡞⭾ࠊࢀᜍࡍࡰཬࢆ༴ᐖ࣭㌟య⏕ࡀㄗసືࡸのᨾ㞀ࡑࡣࡓࡲࠊࢀࡉせồࡀ㧗い品㉁࣭ಙ㢗ᛶู≉ࠊࡣᮏ製品ە
⏘ᦆᐖࢆᘬࡁ㉳ࡍࡇᜍࡣࡃࡋࡶࠊࢀ♫࡞้῝ᙳ㡪ࢆཬࡍࡰᜍࢀのࡿ࠶ᶵჾ㸦௨ୗ͆≉ᐃ⏝㏵͇い࠺㸧⏝ࢀࡉ
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ࠋいࡉࡔࡃࡏࢃおၥいྜࡽ

ࠋࢇࡏࡲࡁ࡛ࡣࡇࡿࡍ⏝製品ࡿい࡚ࢀࡉṆ⚗ࢆ㈍ࠊ⏝ࠊ製㐀ࠊりࡼ௧ࡧつ๎ཬࠊᅜෆእのἲ௧ࠊࢆᮏ製品ە
⪅୕➨ࡧᙜ♫ཬ࡚ࡋ㝿⏝のࡑࠊの࡛ࡶのࡵࡓࡿࡍㄝ᫂ࢆ⏝製品の௦⾲ⓗືస࣭ᛂࠊࡣᢏ⾡ሗࡿ࠶࡚ࡋᥖ㍕ᮏ㈨ᩱە
の▱ⓗ㈈⏘ᶒࡑののᶒᑐࡿࡍಖドࡣࡓࡲᐇᶒのチㅙࡶ࠺⾜ࢆの࡛࠶ࡣりࠋࢇࡏࡲ

♧᫂ࠊ࡚ࡋ㛵ᢏ⾡ሗࡧࡼᮏ製品おࠊࡣ♫ᙜࠊい㝈り࡞ࡀᵝ᭩ࡓࡋពྜࡀ♫ᙜおᐈᵝࡣࡓࡲዎ⣙ࡿࡼ᭩㠃ࠊ㏵ูە
ⓗࡶ㯲♧ⓗ୍ࡶษのಖド㸦≉ᛶのಖドၟࠊ品ᛶのಖドࠊ≉ᐃ┠ⓗのྜ⮴のಖドࠊሗのṇ☜ᛶのಖドࠊ➨୕⪅のᶒ
の㠀ᐖಖドࢀࡇࡀࡴྵࢆ㝈࡞ࡽいࠋ㸧࡚ࡋࢆおりࠋࢇࡏࡲ

ቯ◚ࠊの࡛ࡍ᭷ᐖ࡛ࡋᑐேయࡣ➼Ẽࡸの⢊ᮎࡑࠋࡍࡲり࠶ࡀのࡶࡿい࡚ࢀࢃࡀ㸧ࣝࢽࣅሷ࣏ࣜ㸦&39ࡣᮏ製品ە
ཬࠊࡧຍᕤࠊᏛฎ⌮ࡿࡍ㝿ࡣ㐺ษࡃࡤ㟢ࢆ㜵Ṇࡉࡔࡃ࡚ࡋいࠋ

の㌷ࡑࡣいࡿ࠶ࠊ㌷⏝の┠ⓗࠊ㔞◚ቯරჾの㛤Ⓨ➼の┠ⓗࠊࢆᢏ⾡ሗࡿい࡚ࢀࡉᥖ㍕ᮏ㈨ᩱࡣࡓࡲࠊᮏ製品ە
⏝㏵の┠ⓗ࡛⏝࡞ࡋい࡛ࡉࡔࡃいࠊࡓࡲࠋ㍺ฟ㝿ࠕࠊࡣ࡚ࡋእᅜⅭ᭰ཬࡧእᅜ㈠᫆ἲࠖࠕࠊ⡿ᅜ㍺ฟ⟶⌮つ๎ࠖ
ࠋいࡉࡔࡃ࡚ࡗ⾜ࢆ⥆ᡭ࡞りᚲせࡼࢁࡇࡿࡵのᐃࡽࢀࡑࠊࡋ㑂Ᏺࢆฟ㛵㐃ἲ௧㍺ࡿ࠶⏝㐺ࠊ➼

ࠋࡍࡲり࠶ࡀのࡶࡿい࡚ࢀࡉつไࡀのᥦ౪ᾏእࡣࡓࡲฟ㍺ࠊりࡼእᅜ㈠᫆ἲࡧእᅜⅭ᭰ཬࠊࡣᮏ製品ە
⏝ࡈᮏ製品のࠋいࡉࡔࡃࡏࢃおၥいྜ࡛ࡲཱྀ❆ᙜ♫Ⴀᴗࡎᚲ製品ಶูࡣ࡚ࡋࡲࡁࡘヲ⣽ࠊ࡞ᮏ製品の5R+6㐺ྜᛶە
㐺ྜἲ௧ࡿࠊ༑ศㄪᰝの上ࢆቃ㛵㐃ἲ௧⎔ࡿ࠶⏝㐺ࠊ➼5R+6ᣦ௧ࡿࡍつไࢆ⏝ᐃの≀㉁のྵ᭷࣭≉ࠊࡣ࡚ࡋ㝿
㈇いࢆ௵ษの㈐୍ࡣ♫ᙜࠊ࡚ࡋ㛵ᦆᐖࡓࡌ⏕りࡼࡇい࡞ࡋ㑂Ᏺࢆἲ௧ࡿࡀおᐈᵝࠋいࡉࡔࡃ⏝ࡈ࠺ࡼࡿࡍ
ࠋࡍࡲࡡ

製品取り扱い上のお願い

株式会社Niterra Materials ࡧࡽ࡞㛵ಀ♫ࢆ௨ୗࠕᙜ♫ࠖいいࠋࡍࡲ
ᮏ㈨ᩱᥖ㍕࡚ࢀࡉい࢚࢘ࢺࣇࢯࠊ࢚࢘ࢻ࣮ࣁࡿおࢆ࣒ࢸࢫࢩࡧࡼ௨ୗࠕᮏ製品ࠖいいࠋࡍࡲ

 ࠋࡍࡲり࠶ࡀࡇࡿࢀࡉኚ᭦ࡋ࡞りண࿌ࡼ࡞ᢏ⾡の㐍Ṍࠊࡣᮏ㈨ᩱのᥖ㍕ෆᐜࠊ➼ሗࡿࡍ㛵ᮏ製品ە
㌿ࢆᚓ࡚ᮏ㈨ᩱࢆᙜ♫の๓のᢎㅙࡿࡼ᭩ᩥࠊࡓࡲࠋࡍࡲࡌ⚗ࢆᮏ㈨ᩱの㌿㍕」製ࡋ࡞ᙜ♫の๓のᢎㅙࡿࡼ᭩ᩥە
㍕」製ࡿࡍሙྜ࡛ࠊࡶグ㍕ෆᐜ୍ษኚ᭦ࢆຍࡓ࠼りࠊ๐㝖ࡓࡋり࡞ࡋい࡛ࡉࡔࡃいࠋ

ㄗࠊᦆ◚ࡸり≉ᛶのኚࡼቃのኚ⎔࡞㞺ᅖẼࡸᗘ ⯡୍ࡣᮏ製品ࠊࡀࡍࡲい࡚ࡵດಙ㢗ᛶのྥ上ࠊ品㉁ࡣ♫ᙜە
ືసࡀⓎ⏕ࡿࡍሙྜ࠶ࡀりࠋࡍࡲᮏ製品ࡈࢆ⏝㡬ࡃሙྜࠊࡣᮏ製品の≉ᛶኚࡸ◚ᦆࠊㄗືసࡼり⏕࣭㌟య࣭㈈⏘

տ 23��8�22  埆嵋䋐熖㶨⼒新勒歊歕8殢㖑  （吳䒭⠓社東芝  埆嵋✲噟所ⰻ） 
5E-（04�）770�3100（➿邌）խ'"9（04�）770�3030

最新䞔㜠װ製品䞔㜠は、下鎸مームلージを׀鋮ください。
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